
地

球

妨
十

1
傘

第

1
鱗

実

四

大

て
ゐ
る
地
方
の
鳴
ら
な
い
轟
は
無
論
で
あ
る
'
こ
れ
に

就
い
て
は
も
つ
と
充
分
貸
僚
す
る
必
要
が
あ
る
だ
思
っ

て
ゐ
る
｡

(
6
)遠
賀
河
口
山
此
浦
の
商
家
の
特
殊
な
建
築
風

音
大
藤
川
文
撃
士
に
敬
っ
た
大
陸
式
建
築
風
の
退
化
遮

春
物
た
る

｢家
の
隔
壁

(
メ
ン
マ
ド
?
)｣
は
箇
地
方
で

は
始
め
て
此
浦
の
薗
毅
に
数
粁
見
出
し
た
､
此
所
は
所

謂
山
鹿
圧
の
根
元
地
で
芦
屋

(
芦
屋
千
軒
の
歌
で
有
名

猫

泡

の

地

理

学

界

な
)
の
封
岸
に
在

-
'

一
度
日
本
審
紀
に
其
の
名
を
出

し
て
爾
氷

一
千
飴
年
幾
多
の
歴
史
を
威
し
古
凍
繁
昌
の

地
で
あ
っ
た
'
隣
っ
て
古
風
な
大
陸
式
の
建
築

(
堅
固

な
白
壁
の
士
親
戚
の
家
が
多
い
)
や
整
然
た
る
市
符
の

あ
る
事
も
骨
然
で
あ
ら
-
0

以
上
そ
れ
ぐ

葛
異
な
.(,JJ
も
あ
る
が
今
は
ほ
ん
の
わ
ら

し
膝
の
事
賓
を
帖
報
す
る
に
留
め
て
登
か
-
0

七
'
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
･
ア
ム
･
マ
イ
ン
大
学

'l

イ
デ
ル
ベ
ル

ヒ
か
ら

､
プ
ラ
レ
ク
ア
ル
ト
･
ア
ム
･

マ
イ
ン
に
向

い
､

同
地
の
大
壁
を
訪
ね
る
｡

ハ

イ
デ
ル

ベ
ル
ヒ
ビ
具

わ
最
近
の
建
築
に
か
～
-
､
石
造

の
批
大

な

建
物
で
あ
る
｡
地
班
は
自
然
科
華
中
に
設
催
さ
れ
て

居
る
､
玄
閥
の
左
側
階
段
を
登
る
ビ
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー

ト
に
蓮
す
る
｡
講
義
室
を
除
き
､
約
入
室
を
備
え
て
居

(

≡

)

寺

田

貞

次

る
｡
声
を
排
音

､
類
い
廊
下
が
ゐ
h
､
突
潜

り
が
主

任
致
授
の
蔓
で
あ
る
｡
主
任
の

W
al
ter
B
eh
rm
an
n

教
授
丁
度
授
業
を
終
ら
れ
た
慶
で
あ
っ
た
の
で
､

心
よ

-
面
合
し
て
下
し
た
｡
御
室
は
か
ら
り
だ
し
た
廉
い
宴

で
'
中
央
に
大
き
な
鞍
手
を
浸
き
､
演
習
は
此
盤
で
催

さ
れ
る
庶
子
で
あ
っ
た
｡
衣
笠
に
通
す
る
月
の
側
に
机

を
備
え
周
壁
に
は
沓
棚
雑
誌
棚
を
充
た
し
て
居
た
.



間 五 十 第

S

ソ イ マ･J.ア ･卜Jレフ グ ノ ラ フ

ン
へ
ソ
に
韓
び
'
地
相
撃
､
敏
饗
を
究
め
､

放

控

は

榔
肥
満
の

丸
和
の
上

=m
な

帆
貌

頭
夏
は
短

-
わ
ら
れ

て
居
た
'

氏
は

一
八

八
二
咋
オ

ー
ル
デ
ン

ブ
〝
グ
に

托
.れ
'
ゲ

ッ
チ
ン
ゲ

ン
､
爪
林

瀧
に

･･,
ユ

ワ
グ
ナ

ー

m
申
舘
井
三
氏
は
其
撃
友
で
､
共
に

エ
キ
ス
カ
ー
シ
m

ン
に
出
か
け
た
婿
も
あ
っ
た
ビ
話
し
て
屠
ら
れ
た
､
ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
幽
す
る
小
川
版
物
L･4
'･/)恵
典
下
し

た
.

次
の
･.P
.は
(
第
卜
六
間
2
)は
柚
-
狭

い
宴
で

､
O
tto

M:1117教
授
の
･la
.で
あ
る
埠
B
e
hrma
nn
教
授
の
寂
介
で

両
分
す
る

雄
が
氾
准
た
｡
充
満
せ
る
i
.=
棚
の
糊
に
帆
.ぜ

間 六 十 節

.I,
-

チ
､
並
に
ベ
ン
ク
等
の
助
LiL
ご
し
て
研
究
を
屯
ね

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
を
搾
険
し
支
那
を
硯
察
し
､
後
歯
大
準

シ
エ
ト
▼
へ

教
授
と
L-t
ら
れ
た
方
で
'
火
北
大
撃
の

F

斗

米

氏
今
の

璃
泡
の
地
椎
や
非

トー⊥･7I-1.ノイ理地

節
き
､
地
問
に
而

し
て
櫨
に
研
究
中

で
あ
っ
た
0
氏
_

荊
近

P
otitisch
c

G

eo
gra
p
h
ic

a

米

は
さ
れ
た
方
で

A
rth
u
r
D
ix
氏
の

P

o

】iti
sch
c
G
cog
･

ra
p
hie
E
並
ん
で

ラ

ブ

ツ

エ

ル
以
後

の
新
芽
ビ
齢
せ
ら

れ
て
屠
る
｡
教
授

は

米

だ

四

十

前

後



地

球

第
十

一
潜

の
少
壮
数
授
で
極
-
元
乗
な
凪
秦
'
快
活
に
話
さ
れ
た

政
治
地
排
p
歴
史
地
理
に
閥
し
御
教
示
を
あ
は
ぎ
､
ラ

ッ
ヅ
エ
γ
の
流
を
-
ん
で
居
る
教
授
の
罫
だ
か
ら
.
同

教
授
の
遺

族
及
基
所
に
骨
て
御
尋
ね
し
た
塵
が
ー
遺
族

に
付
で
は
ブ
リ
ー
ド
-
ツ
ヒ
致
接
の
御
請
ビ

一
致
し
て

檀
-
p
基
所
に
何
て
は
懇
切
に
閲
迄
か
い
て
龍
別
し
て

下
し
た
｡
御
任
所
を
尋
ね
る
A,J
､
鴻
逸
-
庶
い
か
ら
知

ら
な
い
ど
の
答
で
あ
っ
た
｡
如
何
に
大
家
で
あ
つ
て
も

共
進
族

/̂J
な
る
/̂J
既
に
注
意
し
て
-
れ
る
人
が
な
い
も

の
か
だ
刑
法
戚
な
戚
が
し
た
.

市
p
主
任
教
授
室
に
も
ぎ
･D
､
助
手
の
案
内
で
縦
魔

す
る
0
意
外
に
も
此
の
助
手

ビ
き
-
の
は
､
伯
林
大
嘩

フ
ォ

ー
ゲ
ル
教
授
歴
史
地
坪
の
研
究
室
に
つ
い
此
間
迄

屠
ら

れ
､
同
数
軍
に
て
御
世
請
に
な
り
､
又
先
憂
の
ペ

ン
ク
数
授
指
導
の
ア
ル
ペ
ン
掴

言

ス
カ
ー
シ
ヨ
ン
に

は

一
所
に
あ
る
き
ま
は

つ
た
グ
レ
ー
博
士

で
あ
っ
た
の

に
は
大
配
し
た
.
夫
に
つ
け
で
も
'
卒
業
後
あ
ー
や
つ

て
革
に
歴
敷
地
排
の
方
南
許
で
な
-
~
地
形
撃
の
方
を

も
賓
地
に
研
究
し
､
初
め
て
輪
舞
蔓
に
ふ
み
出
る
の
で

あ
る
か
.)･J
瓜
ふ
E
､
過
然
に
考

へ
る
わ
け
に
は
慶
ら
L･.

節

一
助

宍

四
八

か
っ
た
｡

問
の
3
､
4
､

5
は
共
に
閲
沓
室
で
､
(
5
)
に
は
地

固
類
並
に
地
質
藤

本
を
も
蒐
集
さ
れ
て
層
化
｡
(
6
)
紘

閲
歴
室
､
室
の
中
央
に
申
子
を
壁
に
は
藩
棚
を
置
き
雄

誌
魔
が
充
満
し
て
居
た
'
此
他
階
上
に
庸
二
宴
あ
る
｡

-I
つ
は
地
固
室
で
.
卓
子
を
聴
き
異
同
並
に
演
習
用
に

供
せ
ら
れ
て
居
-
､

一
つ
は
珊
小
さ
い
宴
で
.
経
酒
拍

理
の
研
究
室
､
各
種
の
浮
彫
閲
や
､
藤
本
箱
､
掛
聞
入

LIB
rr,i,を
備
え
.
産
物
の
標
本
な
BrJJp
も
多
少
集
め
ら
れ
て

居
た
｡
壁
に
は
メ
ル
カ
ト
ル
の
古
間
が
眼
を
引
い
た
.

経
蹄
地
班
を
接
骨
し
て
居
る

K
ta
u
s
氏
の
捧
室
に
な

っ
て
居
る
0

要
す
る
に
'
督
研
究
室
は
､
夫
程
大
規
模
至

芸
ふ
程

で
も
な
-
､
狭
苦
し

い
戚
に
も
打
た
れ
た
が
､
叉
何
だ

な
-
よ
-
生
っ
て
居
る
戚
に
も
打
た
れ
た
｡
殊
に
設
備

許
で
な
-
､
教
授
に
も
単
に
自
然
地
坪
方
面
に
の
み
偏

せ
す
.

マ
ウ

ル
教
授
の
如
き
､
グ

レ
ー
博
士
の
如
き

人
文
方
面
の
人

が
多
い
の
を
見
る
時
､
他
の
大
撃
E
は

興

っ
て
人
文
地
班
万
両
に
注
意
を
置
て
屠
る
鮎
も
察
せ

ら
れ
'
自
分
だ
し
て
は
審
愉
快
で
あ
っ
た
｡



塵
途
地
異
の
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
-
並
に
地
撃
に
触
幽

係
で
t･5
い
ゲ
ー

テ
の
.蕉
家
を
S
ぞ
き
ゴ
ー
タ

･
ゲ
ッ
チ

ン
ゲ

ン
に
向

ふ
〇

八
､
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ

ン
大
撃

ゴ
ー
ク
の
地
聞
製
作
所

G
e
o
g㌧a
P
h
isch
e
A
n
stalt

(lustus
P
e
rch
es
)縦
腰
の
上

'
濫
な
か

へ
し
て
､
ゲ
ッ

チ
ン
ゲ
ン

大

撃
を
訪
ふ
｡
古
い
大
鰐
で
も
あ
わ
､
有
楽

地
甜
硯
係
の
大
家
も
多
-
出
た
塵
で
あ
わ
､

殊
に
地
撃

脱
輪

L
eh
rb
11Ch
d
er
G
eograp
h
ie

の
著
者

へ
〝
ヤ

ソ
｡
ワ
グ
ナ
ー
教
授
の
居
る
鹿
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
｡

地
理
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
は
､
大
撃
附
属
閲
番
館
の
右
側
の

7
部
を
以
て
之

に
充
て
ら
れ
て
屠
る
P
衣
に

G
e
Ggra
･

ph
isch
es
S
em
in
ar
だ
か
い
で
あ
る
｡
狭

い
玄
銅
を
入

る
E
､
地
質

学
だ

一
所
に
地
撃
の
講
義
衣
が
掲
げ
で
あ

る
｡
主
任
は

W
i
)h
etm
M

ein
ard
u
s
教
授
で
'

亜
細

亜
を
講
せ
ら
れ
､

助
手
の

D
l･.D
.rl･ie
s
氏

,̂J
典
に
演

習
に
開
興
し
､
別
に

E
.
W
iech
ert
氏
が
あ
り
､
ポ
ー

ル
地
方
を
講
じ
て
居
る
こ
ど
な
知

っ
た
｡
ワ
グ
ナ
ー
数

疫
の
後
を
-
ん
だ
大
草
だ
け
に
､

ブ
イ
',,h
カ
ル
方
面
の

研
究
が
主
･7J
な

って
居
る
ら
し
-
戚
じ
た
｡
丁
度
主
任

捕
逸
の
地
湖
聯
非

の

岩einardu
s
教
授
が
凍
ら
れ
た
の
で
t

.I
寸
甫
骨

す
る
事
が
出
水
だ
､
然
し
講
義
時
間
で
あ
っ
た
か
ら
､

助
手
の
デ
リ
ー
氏
が
代
て
案
内
し
て
-
れ
た
'
末
だ
若

い
方
で
は

あ
る
が
却

々
綿
密
に
説
明
し
て
-
れ
た

｡

左
閲
(
1

)

は
主
任
数
理
宴
､
鼎
皆

に
廉

い
宴
で
'

一

八
八
〇
年
か
ら

一
九
二
〇
年
迄
ワ
グ
ナ
ー

教
授
の
居
ら

JLJ - ナ ミ kh現 地



地

拭

恥
十
7
岱

妨
7
鱗

雲

五

〇

れ
た
虞
室
の
中
央
に
は
大
串
子

一
例
を
置
き
､
カ
ー
ル

-
ツ
ク
ー
の
蒔
輿
腎
像
を
'
其
下
に
は
ア
レ
キ
サ

ン
ダ

ト
｡
フ
ォ
ン
･
フ
ン
ボ
ル
ト
の
大
き
L･{
寓
輿
が
か
け
て
あ

わ
｡
之
に
封
す
る
壁
に
は
､
ア
ル
プ
ス
の
ユ
ン
グ
フ
ラ

ウ
や
其
他
の
寓
興
が
か
ゝ
げ
ら
れ
p
地
固
箱
.
地
5
.用

機
械
轍
を
も
蒐
集
し
て
屠
る
.
地
同
は
ワ
グ
ナ
ー
致
接

が
多
年
蒐
基
さ
れ
た
も
の
で
'
三
七
四
苗
枚
あ

る
だ
云

ふ
こ
亡
で
あ
っ
た
O
地
閣
'
極
地
方
間
､
源
間
ビ
別
け

て
紙
包
な
つ
-
ち
.
党
に
紙
を
以
て
分
数
丁
敦
保
存
し

て
居
る
｡
古
間

が
多
-
'
十
六
世
紀
境
の
世
界
園
､
十

七
世
紀
の
燭
逸
聞
固
な
で
珍
ら
し
い
も
の
も
あ
る
棟
で

あ
り
.
日
本
の
部
で
は
七

一
八

〇
C
重

版
の
日
本
国
'

東
和
の
古
間
､
ピ
ー
タ

ー
マ
ン
出
版
の
十
八
世
配
頃
の

日
本
閉
園
な
r'M
が
眼
に

つ
い
た
｡
教
授
の
御
机
の
傍
に

他
の
他
聞
箔
が
在
-
p
同
じ
-
ワ
グ
ナ
ー
致
投
の
蒐
集

に
か
ゝ
り
､
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
の
古

い
大
形
の
ア
ト

ラ
ス
が
数
珊
保
存
さ
れ
て
居
た
｡

(
∠
)
は
助
手
室
で
､
机
の
他
周
壁
に
は
地
圃
箱
を
置

き
､
地
質
図
並
に
猟
逸
聞
の
地
方
間
が
蒐
集
さ
れ
て
唐

(J
rU

r
H
川

(
3
)は
地
図
宴
で
､
中
央
に
大
串
手
形
地
閲
箱
､
周

壁
に

各
種
地
図
箱
を
備
え
､
各
種
地
問
を
蒐
集
し
､
地

球
儀
も
各
種
保
有
さ
れ
て
居
た
｡

(
4
)
は
間
者
室
で
､
長
方
形
の
賓
p
入
口
声
の
上
に

は
ワ
グ
ナ
ー
致
按
の
覇
像
が
い
か
め
し
-
室
内
を
胎
脱

し
て
居
る
｡
中
央
に
多
数
の
閲
覧
用
童
子
を
並

べ
､
周

壁
は
番
棚
を
以
て
充
た
し
､
地
理
通
論
よ
-
次
に
は
各

図
別
に
蒐
集
L
t
日
本
部
に
骨
て
は
'
殊
に
控
意
し
て
訟

明
し
｡
難
詰
部
に
て
は

Z
eitsch
rift
fLSr
G
eo
m
orph
･

030
gi
e
が
最
近
ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
か
ら
出
版
さ

れ
た
事

な

で
任
意
し
て
-
れ
た
｡

室
を
出
で
階
段
な
の
は
る
.1J
､
教
室
其
他
庸

二

二

室
あ
る
｡
階
段
の
両
側
壁
間
に
は
､
地
撃

関

係

聾

者

の
小
形
寓
輿
が
掲
げ
ら
れ
､
源
浬
聾
者
の

O

ttoK
r
a･

m
m
et
(1
∞5
4･1
9
1
2
)
や
'
探
険
家
の

C
ap
ta
in
R
o
忌s

や

L
iving
ston
e

t･･b
ざ
が
性
悪
を
引
い
た
｡
､

(
5
)大
講

義
室
で
'
百
四
十
人
乃
東
宮
七
十
人
を
収

容
し

得
､
傾
斜
の
綬
な
階
段
式
敷
室
で
'
新
築
で
あ
る

か
ら
未
だ
紳
腰
で
あ
る
0
生
徒
机
の
後
_こ
､
幻
燈
磯
が

用
意
し
て
あ
る
､
最
新
式
の
機
磯
で
云
々
ビ
改
明
し
て



居
た
O
数
轍
は
長
大
で
､
親
板
-
数
枚
備
え
ら
れ
､
敦

亀
の
傍
に
.

一
個
の
地
閥
箱
が
置
か
れ
て
居
る
､
箱
に

は
紙
製
の
小
画
を
並

べ
p
数
援
用
の
小
閲
を
撃
鐘
の
数

だ
け
備
え
た
も
の
で
'
授
業
の
際
､
塾
生
に

一
枚
づ
つ

配布
す
る
の
で
あ
る
'
用
意
の
周
到
t･･L
る
に
は
戚
心
し

た
､
何
れ
も
ワ
グ
ナ
ー
数
授
の
地
固
､
和
事
の
も
の
だ

ら
う
此
位
の
設
備
を
す
る
の
も
造
即
だ
恩
ふ
た
｡
倍
数

壇
の
側
に
は
､
地
図
掛
が
あ
-
p
自
分
の
訪
問
し
た
時

に
は
､
北
極
閲
が
二
枚
か
け
ら
れ
て
居
た
｡

(
6
)
は

Z
e
ich
n
en
室
で
'
渦
智
に
使
用
す
る
宴
に

な
っ
て
居
る
｡

(
7
)は
地
固
宴
で
天
井
は
碑
子
を
は
ら
､
明

ら
を
k
)

る
に

傭
ふ
室
内
に
は
手
洗
水
､
製
岡
用
器
具
機
械
入
(
抽

出
付
)
異
同
粧
掛
聞
入
等
が
準
備
さ
れ
て
屠
る
｡

要
す
る
に
､
此
の
研
究
室
は
､
階
上
階
下
合
せ
て
政

審
を
有
し
､
和
地
閲
の
蒐
集
に
熱
中
し
過
ぐ
る
の
戚
は

あ
る
け
れ
..I,J
も
､
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
･
ア
ム
･
マ
イ
ン
大

挙
の
夫
ビ
同
様
良
研
究
室
た
る
を
矢
は
な
い
.

九
､
ワ
グ
ナ
ー
数
授
訪
問

H
ei･m
an
n
W
agn
er

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
撃
の
前
の
主

任
数
授
ワ
グ
ナ

ー
数

猫
泡
の
地

即
興非

按
が
鏑
御
在
世
で
､
然
も
御
宅
が
妊
-
で
あ
る
tIJ
聞
き

早
速
御
訪
問
申
す
｡
御
宅
は
大
撃
の
兼
北
数
町
の
盤
に

皆
わ
､
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト
前
を
兆
し
'
約
三
町
轟
行

-
ビ

H
erzberg
だ
云

ふ
公
園
風
の
虎
場
に
出
る
｡
道

を
着
に
ど
･9
､
又
左
にこ
曲
る
こ
ビ
約

山
町
､
右
す
る
だ

G
r
G
n
e
r

w
eg

笠
石
ふ
迫
に
出
る
､
此
の
通
の
兼
の
鼎

は
数

授
の
御

宅
で角
を
引
き
ま
は
し
て
繊
銅
を
施
し
'

老
樹
茂
れ
る
慮
､
二
階
建
の
こ
ぢ
ん
ま
-
し
た
家
屋
が

建
て
W
,れ
て
居
る
｡
北
向
に
門
を
傭

へ
で
あ
る
､
此
慶

に
膏
に
き
-
ワ
グ
ナ
ー
致
按
が
佃
存
在
し
て
居
る
の
か

ビ
恩
ム
ヒ
'
夢
の
様
な
束
が
し
た
.
兎
に
角

ベ
ル
を
な

ら
す
だ
､
下
女
が
出
て
凍
た
､
春
寒
教
授
は
御
在
宅
だ

AfJ
き
ゝ
大
に
-
れ
し
か
っ
た
｡
早
速
案
内
し
て
-
れ
る

玄
紬
に
は
'
ア
ル
プ
ス
を
初
め
風
食
滞
が
轟
か
れ
て
居

る
､
先
年
巴
里
に

ブ
リ
エ
ー

ン
数
授
宅
を
訪
ふ
た
時
の

如
-
､
流
石
は
地
押
聾
者

の
宅
ら
し
-
戚
じ
た
｡
二
階

の

一
室
は
､
数
接
の
宴
で
あ
る
｡
下
女
が
月
を
あ
け
る

ど
'
老
数
援
既
に
机
を
は
な
れ
て
､

ソ
フ
ァ
ー
蓮
で
､

立
ち
な
が
ら
油

へ
て
下
し
た
｡
握
手
の
職
が

ど
ら
･
ソ

フ
ァ
ー
に
腰
を
下
し
､
自
分
に
も
腰
を
か
け
よ

ど
す

1

空

五

7



地

政

約
十

叫
魯

筋

一
班

空

五

二

め
ち
ら
｡
見
る
E
､
却
々
の
老
齢
､
身
髄
の
小
さ
い
'

顔
が
つ
=
-
､
老
壮
k･L横
手
迄
p
先
年
嘉
都
の
御
宅
で

御
眼
に
か
～
つ
た
政
審
岡
城
赦
先
生
そ
つ
-
-
で
あ
る

一
膝
の
挨
拶
を
述

べ
る
ビ
P
教
授
は
小
蛍
の
肩
を
軽
-

た
～
い
た
何
よ
-
も
第

l
に
自
分
は

1
膿
魂
歳
だ
芭
思

ふ
か
p
自
分
は
既
に
八
十
六
歳

(翫

是

崇

郎
)
で
あ

る
だ
て
､
色
々
'/J
御
許
し
下
し
た
.
ほ
ん
に
よ
-
見
る

亡
､
御
老
年
だ
け
に
.
顔
の
肉
も
落
ち
､
眠
は
う
る
み

頭
襲
白
-
､

ひげ
も
長
-
な
っ
て
屠
る
､
然
し

頗
る
元

気
で
､
反
っ
て
壮
者
を
凌
ぐ
勢
'
少
批
な
大
家
連
に
接
す

る
よ
-
も
､
ど
こ
ど
な
-
親
し
み
が
あ
-
愉
快
で
あ
っ

た
｡
数
接
は
､
自
ら
各
室
を
案
内
の
努
を
ど
ら
れ
.
詳

細
に
簡
明
し
て
下
し
た
｡
数
授
の
御
室
は
､
都
各
三
つ

あ
る
､
左
間
の
如
-
で
'
(
1

)

が
審
蘇
､
室
は
三
間
に

四
間
も
あ
ら
-
か
南
向
の
日
あ
た
-
の
よ
い
嚢
で
'
蔓

の
西
だ
北
に
辿
っ
て
小
宴
が

1
つ
ゞ
つ
あ
る
O
賞
の
中

火
に
は
机
ビ
固
形
の
卓
子
亡
を
置
き
'
机
は
普
通
の
机

だ
輿
-
東
南
-
立
っ
た
ま
ゝ
仕
轟
を
な
し
待
る
様
に
造

ら
れ
て
屠
る
､
机
の
上
に
は
各
種
の
調
査
資
料
が
渦
高

-
積
ま
れ
て
居
た
｡
卓
手
の
前
窓
だ
窓
の
間
に
ソ
フ
ァ

-
な
置
-
､

こ
れ
が
教
授

f̂J
共
に

親
し
-
許
し
死

場
朗

で
､
今
取
な
が
ら
暫
時
を
追
懐
す
る
.
ソ
フ
ァ
ー
の
上

の
壁
に
は
'
数
接
の
令
息
食
感
等
御
家
族
の
葛
輿
が
か

け
ら
れ
て
居
た
｡
周
壁
は
､
天
井
に
達

す

る
迄
審
棚

を
以
て
充
た
し
.

難
詰
を
初
め
ー
地
畢
番
が
満
載
さ
れ

lld 八 十 節

滞 留 枚 数 - jlクやp

街

路

⊥
･
.I-
t

て
居
る
｡
致
接
は

此
春
物
を
指
し
つ

～
'
こ
れ
は
悉
-

難
詰
で
､
G

eo
grI

a
p
hische
Jahrb･

uc.nも
第

一
食
か

ら
粂
部
備
っ
て
居

る
の
だ
YJ話
し
で

居
ら
れ
た
｡
こ
れ

こ
そ
教
授
が
終
生

の
轟
兼

だ
し
て

経
常
し
て
居
ら
れ
る
も
の
で
､

一
八
七

九
年
(

明治十
二

年
)以
来
現
今
迄
四
十
九
年
､
約
光
十

年
間
相
続
い
て
致

授
一
人
で
編
纂
せ
ら
れ
て
屠
る
も
の

で
､
教
授
は
其
初

番
など
-
出
し
､
各
分
顛
未
な
ど
寵

み
き
か
し
で
下
し

た
｡教
授
は
毎
朝
九
時
か
ら
之
が
編



寡
に
従
事
せ
ら
れ
､
少
許
の
散
歩
な
ど
-
､
夜
は
十

一

時
迄
必
す
研
究
す
る
笠

石
ふ
て
屠
ら
れ

た
､
既
に
九
十

に
重
ん
だ
す
る
此
の
変
値
に
し
て
荷
此
の
精
励
を
見
る

か
ど
E
･S
ふ
ビ
少
な
か
ら
ず
教
訓
ど
な
っ
た
｡

佃
教
授
は
卸
机
の
傍
に
在
っ
た

S
]tdo
w
･W
agn
er
の

M
eth
.
d
isch
e
S
ch
uT
A
tF

S
壁

不
し
､

之
れ
を
眉
分

が

1
7<
八
八
八
年
(蒜

諸

州

)に
初
め
て
作
製
し
た
も

の
で
､
其
後
敢
近
迄
も
出
版
を
績
け
て
居
る
k)'
数
接

の
序
文
の
彪
壁

不
し
て
話
さ
れ
て
居
た
､
髄
に
此
の
園

は
日
本
に
於
で
も
早
-
か
ら
用
ゐ
ら
れ
'
自
分
共
も
教

示
に
よ
り
て
求
め
た
以
凍
今
に
座
右
を
は
な
さ
な
い
'

手

ご

ろ

に

よ
い
閲
で
あ
る
革
は

1
股
に
認
む
る
鹿
で

あ
わ
.ま
す
が
p
弼
過
で
も
此
の
間
は
罫
賛
が
ら
れ
成
-

用
ゐ
ら
れ
て
居
る
様
で
､
現
に
伯
林
大
撃
で
も
リ
エ
ー

ル
数
接
の
節
酒
地
桝
に
は
之
が
盛
者
閲
等
の

一
つ
に
人

も
P
教
室
に
は
多
数
備
付
て
撃
塵
に
使
用
せ
し
め
..

又

特
殊

の
部
分
に
付
て
は

7
枚
や
-
を
収
-
希
望
に
腰
じ

て
配

布
し
て
屠
た
｡

一
通
り
説
明
が
終
る
ビ
次
の
宅
(
同
2
)を
案
内
下
し

た
小
さ
い
峯
で
用
壁
沓
鯖
を
以
て
充
た
さ
れ
.
室
の
中

猫
泡

の
仙

川
撰
非

(完動- 臥 .鬼- - 吟 -

2.2.孤 ♂‰ 過 れ血 -声 一

㌢ 叫 iJ .ー :,7･',::.17ilL il-I 1̂-卯

.928.LdN./タlJ-
病 者 授 敦 ナ クp y

典
に

山
個
の
章
子

を
置
き
カ
タ
も

〆

用
カ
ー
ド
が
樫
か

れ
て
居
た
､
紙
製

の
晩
に
つ
-
ら
れ

て
居
る
｡
教
授
は

一
枚
の
カ
ー
ド
を

示
し
､
日
本
部
を

例
ビ
し
て
説
明
さ

れ
､
分
頻
は
大
鰭

を
色
別
に
し
て
整

理
し
て
居
る
だ
て

詳
細
に
説
明
下
し

た
.
飴
･･｡
多
-
ち

な
い
親
藩
の
分
類

に
晴
間
軍
で
も
あ

ゎ
通
常
な
方
絵
だ

息
ふ
た
､
･此
室
の

正
両
替
棚
の
間
に



也

埼

第
十

7
番

節

7
戟

冨

五
四

一
個
の
石
膏
製
胸
像
が
腿
に
つ
-
､
よ
-
観
る
と
､
カ

ー

ル
･
リ
ッ

タ

ー
の
腎
像
で
あ
る
､
何
鷹
に
参
っ
て
も
､

リ

ッ
タ

ー
の
寓
展
な
り
胸

像
tI･bb
が
飾
ら
れ
て
屠
る
､

流

石

は

地
規
準
の
始
祖
､
か
-
も
渦
逸
地
撃
者
の
崇
敬

‖ル.

を
受
け
て
居
る
も
の
か
ビ
愉
快
で
あ
っ
た
α
佃
御

一
族

の
驚
異
tib
で
も
か
～
げ
ら
れ
､
又
軍
の

一
隅
に
は
日
本

製
の
刺
繍
の
偏
額
が
柵
手
韻
に
し
て
保
存
さ
れ
て
居
た

飴
程
古
び
て
は
居
る
が
確
に
富
士
に
帆
船
の
貴
で
あ
る

早
-
日
本
か
ら
水
化
留
撃
捷
rrr/J
も
の
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
ぁ
ら
-
｡
夫
か
ら
脊
潜
の
北
の
宴
を
案
内
さ
れ
を
､

細
長
い
宴
で
此
虞
も
事
物
針
以
て
充
濁
さ
れ
て
居
る
､

教
授
は
之
に
付
て
も
草
々
t̂J
詮
明
を
下
し
た
､
欧
米
人

は
組
じ
て
事
物
を
装
飾
に
供
す
る
風
が
あ
る
､
ど
こ
の

家
を
観
.で
も
多
少
ど
も
戴
藩
の
な
い
家
は
な
い
が
､
尊

門
の
事
物
の
み
で
か
-
も
蒐
集
さ
れ
て
居
る
の
を
見
て

は
流
石
に
其
熱
心
さ
に
戚
服
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
'

教
授
の
飴
わ
の
御
熱
誠
に
恩
は
す
長
居
し
た
､
塑

二
御

磯
を
避

ペ
て
掘
る
､
別
に
の
ぞ
ん
で
記
念
の
署
名
を
願

ふ
亡
､
喜
ん
で
ペ
ン
を
走
ら
せ
右
の
如
-
記
さ
れ
た
｡

薄
雪
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
市
内
を
ド
ー

ム
か
ら

ハ
タ
ブ

ト

ス
ト
ラ
-
セ
ビ
､
帝
太
撃
附
属
固
審
館
の
前
を
通
っ

て
宿

に
締

る
'
荷
見
物
す

べ
き
ヶ
所
も
多
か
ら
-
が
､

此
の
目
出
度
老
大
家
に
接
し
た
の
む
何
よ
-
の
土
産
だ

し
て

一
路
伯
林
に
蹄
る
こ
･fJ
に
し
た
｡

済

州

島

火

山

岩

中

の

斑

晶

日

原
.

口

九

寓

前

々
(
十

山
月
)淡
に
於
て
漢
牽
山
頂
よ
り
鋳
出
し
た
る

玄
武
岩
の
斑
晶
の
物
珊
準
的
性
質
を
杜
撰
乍
ら
記
述
し

た
が
､
共
等
の
化
学
性
質
を
述

べ
る
こ
ピ
に
す
る
.

(
一
)

挟
撃
山
玄
武
岩
中
の
輝
石


